
倫理審査委員会・利益相反審査委員会　議事要旨

開催日時 令和８年４月２０日（月）１６：００～１６：４５

出 席 者 白神副院長（委員長）、八十田臨床研究センター長（副委員長）、
安達外部委員、辻外部委員、平石外部委員、藤森外部委員、
和田展開医療研究部長、畑統括診療部長、
瀬田内科系診療部長、安里外科系診療部長（欠）、寒野先進医療部長
永井薬剤部長、八軒看護部長、森管理課長

１．研究倫理

審議結果

１．申請者からの説明が必要な申請課題

（１） ２６－００１

[申請者：坂根　直樹　予防医学研究室長]
◉詳細は資料により説明を実施
◉大阪医科薬科大学薬学部との共同研究で一括での審査をお願いする。
◉審査申請書4.（2）に対象の記載はあるが、方法の記載が無いため追記すること
◉審査申請書と研究計画書で回答時間の記載に齟齬ある。
→申請書の5分が正しい。研究計画書を修正する。

◉上記修正点を修正にて一括審査として承認とする。
→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

（２） ２６－００２

[申請者：坂根　直樹　予防医学研究室長]
◉詳細は資料により説明を実施
◉審査申請書4.（2）に対象の記載はあるが、方法の記載が無いため追記すること
◉オプトアウト文書に匿名化という記載がある。
→対象者への説明文書として学術的な表現ではなく、わかりやすい表現として用いている
　ので、記載の表現でも差し支えない。

◉上記修正点を修正にて承認とする。
→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

（３） ２６－００３

[申請者：西川 元　外科医長]
◉詳細は資料により説明を実施
◉オプトアウト文書をわかりやすいタイトルに修正する方が良い
◉オプトアウト文書に「匿名加工」という記載があるが、「仮名加工」が適切であるので
修正すること。

肥満者の減量行動に関連する性格タイプ質問票の開発

1型糖尿病における糖尿病テクノロジー活用と臨床転帰に関するレジストリ研究（Kyoto 
T1D-TECHレジストリ）

大腸癌における大動脈周囲リンパ節転移症例の臨床的特徴および治療成績に関する後ろ向き
観察研究



◉上記修正点を修正にて承認とする。
→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

（４） ２６－００４

[申請者：日下部 智紀　臨床研修医]
◉詳細は資料による
◉オプトアウト文書をわかりやすいタイトルに修正する方が良い
◉研究計画書に具体的な取得情報の項目を記載すること。
◉上記修正点を修正にて承認とする。
→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

【申請者からの説明が不要な申請課題】

（１） ２２－０６０

[申請者：村田　雅樹　消化器内科医師]
◉令和4年12月19日付承認課題(受付番号22-060）の承認事項一部変更。
◉共同担当者の変更となる。

○　承認とする。

（２） １８－１０４

[申請者：上尾　太郎　業務改善部長]
◉平成31年2月18日付承認課題(受付番号18-104）の承認事項一部変更。
◉共同担当者の変更となる。

○　承認とする。

（３） １８－０６１

[申請者：趙　晃済　救命救急部長]
◉平成30年9月18日付承認課題(受付番号18-061）の承認事項一部変更。
◉研究データの取り扱いの変更、研究期間の延長となる。

○　承認とする。

当院における経腟的内視鏡手術（vNOTES）による子宮全摘出術導入への取り組み

消化器内視鏡に関連する疾患、治療手技データベース構築 15版（ver.15.0）

抗凝固薬服用者に対する胃内視鏡的粘膜下層剥離術後後出血のリスク評価と抗血栓薬内服者
に対する消化器内視鏡診療ガイドライン追補版の妥当性評価：多施設共同観察研究

日本外傷データバンクへの外傷患者登録と登録データを用いた臨床研究



【その他（メール審査申請課題）】

（１） ２５－０６８

[申請者：井田　智之　外科専攻医]
◉迅速審査依頼の申請課題であり、迅速審査で承認済み。

○　承認とする。

（２） ２５－０６９

[申請者：北村 拓也　内分泌・代謝内科レジデント]
◉迅速審査依頼の申請課題であり、迅速審査で承認済み。

○　承認とする。

（３） ２４－０３７

[申請者：伊田　昂平　産科婦人科医師]
◉迅速審査依頼の申請課題

○　承認とする。

（４） ２３－０６７

[申請者：伊田　昂平　産科婦人科医師]
◉迅速審査依頼の申請課題

○　承認とする。

【その他（臨床研究実施状況・終了報告書）】

　○ 臨床研究実施状況報告書提出リスト

◉特に問題を認めず。

　○ 臨床研究修了報告書　４件

◉特に問題を認めず。

【その他（一括審査、特定臨床研究など）】

　○ 特定・非特定臨床研究 報告事項一覧

一括審査臨床研究 実施許可報告一覧

試料・情報の提供のみ 報告事項一覧

◉特に問題を認めず。

下垂体自己免疫反応の評価法確立に関する研究

切除不能な進行・再発の子宮体癌患者に対する前向き観察研究における付随研究

術後化学療法後の進行・再発子宮体癌患者に対する全身薬物療法に関する観察研究

当院におけるSMA塞栓症および血栓症の治療戦略



【利益相反自己申告等】

　○ 利益相反自己申告（申請者　畑　啓昭　他６名）　

◉特に問題を認めず。

２．臨床倫理

１）ハイリスク診療検討会報告

◉詳細は資料による

◉腎機能悪化時、通常は腹腔鏡下での腹膜透析カテーテル留置が考慮されるが、本患者はCMV

腸炎など併発しており全身状態不良で、全身麻酔により抜管困難が予想され、局所麻酔下

での腹膜透析カテーテル留置が望ましいとされる症例について検討を実施。

◉特に問題を認めず。

２）臨床倫理コンサルテーション報告

◉詳細は資料による

◉末期腎不全の患者でペースメーカー適応患者について、侵襲的治療を希望しない際の対応

について検討を実施。また、蘇生希望の無い患者について、患者の妹は延命治療を希望

した際の対応についての検討を実施。

◉特に問題を認めず。

　※　次回開催予定　　　令和８年５月１８日（月）１６：００～


